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糸魚川－静岡構造線活断層帯北部の白馬村・池田町におけるボーリング調査（速報）

Drilling survey of the northern part of the Itoigawa-Shizuoka Tectonic Line active fault
zone at Hakuba and Ikeda, central Japan
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糸魚川－静岡構造線活断層帯北部の活動時期と変位量を検討するため，長野県北安曇郡白馬村大出・新田においてボー
リング調査を実施した．同郡池田町会染では，活断層の低下側における堆積速度を見積もって上下変位速度を正確に算
出するため，ボーリング調査を実施した．
白馬村北部，北城盆地には，西側山地から流下する松川や楠川，平川などによって扇状地性段丘面・沖積扇状地面が

ひろく形成されており，これらの地形面を変位させる活断層が認定されている（例えば，松多ほか，2006）．中でも，大
出・新田集落付近には下流側（東側）隆起の明瞭な変動崖（低断層崖・撓曲崖）がみられ，その基部には湿地や平坦地が
発達している（例えば，松多ほか，2006）．こうした湿地・平坦地は変動崖の形成に起因して発達したと考えられ，扇状
地堆積物直上の堆積物の基底や，明瞭な湿地堆積物の基底が示す年代は，断層の活動時期をほぼ示すと推定される．山
崎（1979）は大出において湿地堆積物基底（深度数 10 cm：山崎，私信）から 2000 +/- 130 yBP（Gak7856）を示す木片
を得ている．本研究では，1940年代米軍撮影・2004年度パイロット重点調査撮影の縮尺約 1万分の 1の空中写真から複
数の地形断面図をあらたに作成して上下変位量を計測し，これらの湿地・平坦地地下の扇状地堆積物に到達するボーリ
ングコアを大出で 5本（長さ各約 3 m），新田で 6本（長さ約 1～約 3 m）取得した．表土を除くと，採取したコアは主
に洪水堆積物と湿地・湿地性堆積物により構成される．新田ではテフラを挟む（2試料）．
松本盆地中北部にあたる池田町付近には，東側隆起の活断層が盆地東縁部に認定されている（例えば，澤ほか，2006）．

本研究では，既存のボーリングデータを収集するとともに，会染において長さ 25 mのボーリングコアを取得した．表土
を除くと，採取されたコアはほぼすべて砂礫層により構成され，深度 13.5 m付近にテフラを挟む．砂礫層は深度 8.6 m
と深度 14.5 mで層相を変える．深度 8.6 m以浅では花崗岩の大礫が主であるが，深度 8.6～14.5 mでは花崗岩礫は少な
く，凝灰岩礫や安山岩礫が多い．礫径は中礫が主である．深度 14.5 m以深は，花崗岩・砂岩・安山岩・凝灰岩など多様な
礫種を含む中礫主体の砂礫層で，深度 14.5 m以浅に比べて細粒物質の比率が高い．小口（1990）は，会染の約 6 km南
方，明科付近のボーリングデータを収集し，深度 10～30 mに同様の層相変化（礫径の変化・細粒物質の比率の変化）を
認定してその時期を主氷期と晩氷期の境の時期（15000～13000 yBP）に対比している．このことを考慮すると，今回認
定された深度 8.6 m・14.5 mの境界のいずれかが主氷期と晩氷期の境の時期に形成されたものと考えられる．
現在，放射性炭素年代測定とテフラ分析を行っている．発表当日はその結果も含めて議論を行う．
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